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―地域子育て支援施設の利用との関連―
Changes in child-rearing generation’s voluntary participation in the community 















The purpose of this study is to explore the factors that affect the change in child-rearing generation’s voluntary 
participation in the community, and to confirm whether there are factors related to local childcare support facilities. 
We questioned 3,956 parents and found the following. First, parents who use the facility more frequently than the 
5th of a month have a significantly higher score of “Change in voluntary participation in the community” than those 
who do the less than the 4th of a month; second, non-working mothers have a significantly higher score for “change 
in voluntary participation in the community” than working mothers; Additionally, the negative feelings after taking 
childcare leave showed significantly negative correlation with the change in voluntary participation in the 
community. As the number of families returning to work after a short period of childcare leave increases, local 





















































































































































































































るA市で実施された 3歳児健診を受ける子どもの親・保護者を対象とした。配布は 4,875 名，回



















　回答者の性別は女性が 97.7％と，大半が母親であった。平均年齢は 35.6 歳，夫婦と子どもから
なる家庭（核家族）が 88.8％であった。現在の住まいの居住年数は 5年未満が 40.9％，5〜 10 年








































うだった」を 3点，「あまりあてはまらない」を 2点，「あてはままらない」を 1点とした。こう
















いくつか利用 1167 16.92 4.48
1つだけ利用 1323 15.61 4.52









　地域子育て支援施設を月にどの程度利用しているかについて，「20 日以上」利用群，「10 〜 19 日」
利用群，「5〜 9 日」利用群，「4日以下」利用群の，地域への主体的参加意識得点の平均値の差
を比較するために，被験者間分散分析を行った（表 7）。分散分析の結果，4群の得点の平均値に
は 0.1％水準で有意な差が見られた。Turkey 法による多重比較の結果，「10 〜 19 日」利用群は，「4
日以下」利用群より，地域への主体的参加意識変容得点の平均値が 0.1％水準で有意に高かった。
また，「5〜 9日」利用群は，「4日以下」群より，地域への主体的参加意識変容得点の平均値が 0.1％





20日以上 46 17.02 4.88
10～19日 146 17.53 4.04
5～9日 399 17.00 4.56
















設問 設問内容 N ％
7.596242るせば遊をもど子1-5問
2.048101る得を報情のて育子3-5問
問5-2 イベントや講座に参加する 812 32.0
問5-5 知り合った友人に子どもや自分のことを話す 644 25.4
問5-4 スタッフに子どもや自分のことを話す 539 21.3
2.41953るすりたっゆ、るすとっほ7-5問
5.236るす加参に動活の間仲6-5問
問5-8 拠点や広場の手伝いをする 22 0.9






利用目的多群 878 17.75 4.07












問6-3 他の子どもの成長も嬉しいと感じるようになった 523 20.6
問6-6 自分なりに子育てを頑張っていると思えるようになった 507 20.0
3.51783たっ整がムズリ活生すら暮に緒一ともど子5-6問
問6-9 友人を広場や地域のイベントに誘うようになった 314 12.4







10 項目）の回答について，項目を選択した場合を 1点とし，合計点を求めた（0〜 10 点）ところ，






利用による変化多群 698 18.48 3.90










られた。Turkey 法による多重比較の結果，「〜 24 歳」群の平均値は，「30 〜 34 歳」群，「35 〜
39 歳」群より，5％水準で有意に低く，「40 〜 44 歳」群より，1％水準で有意に低かった。また，




～24歳 58 14.17 4.56
25～29歳 319 14.73 4.92
30～34歳 1207 15.51 4.72
35～39歳 1392 15.75 4.59
40～44歳 761 15.87 4.55
45歳～49歳 82 15.01 4.54











労中（週 40 時間以上）」群，「就労中（週 40 時間未満）」群，「未就労」群，「求職活動中」群，「不
在」群の 5つの被験者間分散分析を行った（表 10）。分散分析の結果，5カテゴリの得点には 0.1％
水準で有意な差が見られた。Turkey 法による多重比較の結果，「未就労」群の平均値は「就労
中（週 40 時間以上）」群，「就労中（週 40 時間未満）」群より 0.1％水準で有意に高く，「求職活
動中」群より 1％水準で有意に高かった。





就労中（W40以上） 897 14.91 4.74
就労中（W40未満） 1006 15.33 4.61
未就労 1782 16.02 4.59
求職活動中 60 14.28 4.93
不在 7 16.43 4.72
その他 37 14.46 4.94

























問10-2 （ネガ） 保育園等の預け先探しに追われていて大変だった 399 25.7
問10-4 （ネガ） 新たな子育て仲間、友人関係を得るまでにはいかなかった 307 19.7
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